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軽井沢入り込み客の推移 
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軽井沢町へ移動者・世帯の推移 
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軽井沢への車でのアクセス 

　　始発IC 
東京（練馬IC） 
名古屋（名古屋IC） 
大阪（豊中IC） 
金沢（金沢東IC） 
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※所要時間は高速道80～100km平均での差 
※割引料金は、ETC深夜割引等を最大限に活用した場合の料金 
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軽井沢町内小学校通学区別人口の推移 
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軽井沢町小学校生徒数の推移（5月1日） 

（旧軽井沢、新軽井沢、
南軽井沢等） 

（中軽井沢、星野、発地
、ニュータウン） 

（借宿、大日向、追分、
沢、浅間台等） 

全国より軽井沢へ鉄道でのアクセス 
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（片道自由席） 

長野新幹線（軽井沢－東京）定期運行数（曜日指定） 

（上り）平日　定期運行　25本+（10本） 

（上り）土曜・休日　定期運行　25本+（14本） 

トップシーズン　8月16、17日　定期運行　28本+（16本） 

幸の折、大日向開拓地ご視察。小松デパート旧軽井沢に東京

のデパート第1号夏期店開店。11月　国土計画、朝香宮別荘を

譲り受け千ヶ滝プリンスホテルと命名、外人向きに営業始める。

1949 昭和24 8月　皇太子殿下（現天皇陛下）、英語家庭教師のバイニング

夫人の山荘に滞在暑。

1950 昭和25 8月　皇太子殿下（現天皇陛下）、千ヶ滝プリンスホテルで避

暑、以降度々ホテルに滞在。晴山ホテル開業。9月　日本最

初総天然色劇映画「カルメン故郷に帰る」軽井沢ロケ始まる。

1951 昭和26 万平ホテル接収解除。8月「軽井沢国際親善文化観光都市建

設法」公布。27年審議委員会条例公布。

1952 昭和27 千ヶ滝室内・晴山・星野などスケートリンク5箇所整備

1953 昭和28 5/17浅間山及び軽井沢周辺米軍演習地の設置反対大会起こす。

7/16浅間山演習地使用正式に取消し決定。8月「軽井沢文化人

協会」発足。翌年「軽井沢文化協会」と改称。

1955 昭和30 7月　昭和天皇・皇后両陛下、皇太子殿下のご避暑先訪問。

会社寮・林間学校など軽井沢大衆化始まる。8月　軽井沢商

工会発足。人口１万3235・世帯数2914

1956 昭和31 夏期避暑客60万人を越す。4月　沓掛駅を中軽井沢駅と改称。

1957 昭和32 皇太子殿下（現天皇陛下）軽井沢会のテニスコートで始めて

正田美智子嬢（現皇后陛下）

に出会う。観光客101万人に。

1958 昭和33 浅間山大爆発。4月「軽井沢

町の善良な風俗維持に関する

条例」制定公布。これにより

風俗営業が不可能に。別荘

2000戸越す。

1959 昭和34 皇太子殿下と美智子嬢のテニスコートのロマンス実りご成

婚。テニス・スケート熱高まる、町内リンクに1日6万人も。

1960 昭和35 草軽鉄道廃止、国道18号舗装工事全区間完成、塩沢にテニス

コート2面できる。

1961 昭和36 1月　晴山ホテルで日本初の人工降雪による軽井沢スキー場

開設。第16回国民体育大会冬季スケート大会開催。別荘2600戸越す。

1962 昭和37 ニュータウン開発始まる。夏期出張店162軒に、世界20ケ国

が参加して国際火山学会開く。

1963 昭和38 2月　千ヶ滝の軽井沢スケートセンターでスピードスケート

世界大会開催。20カ国120名参加。別荘3000戸越す。6月　塩

沢民宿4戸になる。塩沢民宿4件になる。

1964 昭和39 10月　東京オリンピック総合馬術大会が地蔵が原一帯で開か

れる。12ヶ国48人参加。ニュー星野が選手村に。

1966 昭和41 夏期人口6万人、観光客200万人を突破。

1967 昭和42 別荘4000戸越す。夏の軽井沢専用ノンストップ特急東京―中

軽井沢間1時間56分「そよかぜ」運転される。

1968 昭和43 5月「若葉まつり」開催（恒例になる）7月　東京駅に軽井沢

コーナー。塩沢民宿組合設立23戸。テニスコート70面。

1969 昭和44 第1回「紅葉まつり」開催。3万5000人参加。（恒例に）

1970 昭和45 別荘5000戸越す。人口１万3373・世帯数3547。10月　国道

18号「軽井沢バイパス」開通

1971 昭和46 7月1日　旧道に「歩行者天国」11月　「碓氷有料バイパス」

13.6km完成。13年に無料に

1972 昭和47 2月2日　札幌オリンピック。2月19日　南軽井沢レイクニュ

ータウンで連合赤軍あさま山荘事件起こる。10月「軽井沢自

然保護対策要綱」告示。国道18号バイパス開通。ゴルフ場急

増。別荘5,000戸越す。

1973 昭和48 浅間山爆発繰り返す。軽井沢を訪れる客年間500万人を越す。

1974 昭和49 徳仁親王（現皇太子殿下）初めて軽井沢を訪れる。4月　ペ

ンション第1号開業。6月　国設「軽井沢野鳥の森」開園。

1975 昭和50 4月「軽井沢町植物園」1万㎡開園。当初650種・現在1600種

1977 昭和52 別荘7000戸越す。サイクリング標識設置。

1978 昭和53 1月第33回国民体育大会冬季大会「やまびこ国体」スケート競技。

1982 昭和57 池袋西口に軽井沢コーナー開設。

1986 昭和61 8月　保養休養地「軽井沢100年記念式典」開催。10月　ショ

ーハウス記念開館移築再建

1987 昭和62 1月　第42回国民体育大会冬季大会開催(信濃路国体)

1990 平成2 ワールドカップスピードスケート軽井沢大会開催。上信越自

動車道藤岡IC―碓氷・軽井沢IC－佐久IC開通

1991 平成3 第46回国民体育大会冬季大会開催（軽井沢国体）人口1万5463

1992～93 スピードスケートワールドカップ軽井沢大会開催　

1993 平成5 4月　皇太子殿下、小和田雅子妃とご成婚。９月IOC総会で98

年冬季オリンピック長野に決定。カーリング競技会場は軽井沢

風越公園アリーナでの開催決まる。4月　浅間サンライン全通

1995 平成7 3月　第12回日本カーリング選手権大会開催（参加16チー

ム・100人）。11月　上信越自動車道佐久IC－小諸IC開通。人

口１万5345

7月　軽井沢プリンスアウトレットモールオープン

1996 平成8 2月　第13回日本カーリング選手権大会開催（参16チーム・150人）。

1997 平成9 2月　第14回日本カーリング選手権開催。9/13小沢征爾　軽井沢

ふれあいコンサート開催。以降毎年開催。10/1北陸新幹線開業

1998 平成10 第18回長野冬季オリンピック「カーリング競技」風越公園ア

リーナで開催

1999 平成11 1月　第54回国民体育大会冬季大会アイスホッケー競技会開催

2001 平成13 12月　軽井沢の良質な別荘環境を守るための「マンション軽井沢メ

ソッド宣言」発表。人口1万6590・世帯数6510・世帯人口2.55

2003 平成15 5月　軽井沢国際女子テニス大会開催。8月　天皇・皇后両陛

下ご静養に

2004 平成16 9月　浅間山中・小噴火1960回繰り返す。

2005 平成17 12月　大賀ホールグランドオープン。12月　「軽井沢町並みメ

ソッド宣言」

2007 平成19 「軽井沢町景観育成基準ガイドライン」制定。

2008 平成20 1月　第63回国民体育大会冬季大会

アイスホーケー競技会開催。

８月天皇陛下・皇后陛下軽井沢で

久々にテニスを楽しまれる

別荘数１万4203戸

南軽井沢会テニスコート
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（左）東京（右）長野オリン
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